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激甚化する災害と進行する老朽化とは？

○敵の攻撃力が
強くなってきているのに、

（新戦力の加入、トレーニング強化）

○味方の守備力が
弱くなっていく状況

（新戦力の加入なし、疲労蓄積・故障者続出）
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激甚化する災害

1時間降水量50mm以上の年間発生件数（アメダス1,300地点あたり）

1時間降水量80mm以上の年間発生件数（アメダス1,300地点あたり）

1時間降水量100mm以上の年間発生件数（アメダス1,300地点あたり）

【台風第10号経路】 【台風第11号経路】

【台風第7号経路】

【台風第9号経路】

①

①

平成28年に北海道・東北
で被害をもたらした

一連の台風

○この30年間で、時間雨量50mmを上回る大雨の発生件数は約1.4倍、時間雨量80mmは約1.7倍、
時間雨量100mmは約1.7倍に増加。

○ これまで比較的降雨の少なかった北海道・東北でも豪雨が発生。
○ 今後も気候変動の影響により、水害の更なる頻発・激甚化が懸念。

平成27年9月関東・東北豪雨

平成2９年7月九州北部豪雨

鬼怒川

筑後川水系赤谷川

※気象庁資料より作成

※気象庁資料より作成

※気象庁提供データにより国交省にてグラフを作成



○ 8月に相次いで発生した台風第7号、第11号、第9号は、それぞれ北海道に上陸。
台風第10号は、暴風域を伴ったまま岩手県に上陸。北海道への３つの台風の上陸、
東北地方太平洋側への上陸は、気象庁の統計開始以来初めて。

○ 一連の台風により、死者24名、全半壊約940棟、家屋浸水約3,000棟の甚大な被害が発生。

台風１６号経路 【台風12号経路】
死 者 2名 負傷者 76名
全 壊 2棟 半 壊 7棟
一部破損 268棟
床上浸水 209棟 床下浸水 847棟

台風第11号及び台風第9号 （8月21日～）

台風第10号 （8月30日～）

霞川の出水状況
（埼玉県入間市）

不老川の出水状況
（埼玉県狭山市）

死 者 22名 行方不明者5名
負傷者 11名
全 壊 31棟 半 壊 898棟
一部破損 1,154棟
床上浸水 853棟 床下浸水 1,082棟

越水による堤防の法崩れ（常呂川）

堤防の決壊による氾濫状況
（空知川：北海道南富良野町）

浸水した高齢者利用施設の状況
（岩手県岩泉町）

平成28年9月6日気象庁公表資料を抜粋、一部改変

※統計開始：1951年

常呂川の出水状況（北海道北見市）

堤防の決壊による氾濫状況
（札内川：北海道帯広市）

越水により浸水した市街地
（久慈川：岩手県久慈市）

小本川の氾濫による浸水被害状況
（岩手県岩泉町）

※消防庁情報（9月16日6:00現在）

※消防庁情報
（8月29日12:00現在）

【台風16号経路】
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平成28年8月北海道・東北地方を襲った一連の台風（空知川、札内川、芽室川等）



項目 状況等

人的被害※1 死者40名、行方不明者2名、負傷者33名

住家被害※1 全壊338棟、半壊1,100棟、一部破損75棟、
家屋浸水1,806棟

救助者数
警察庁 445人※7 消防庁 283人※5

海上保安庁 40人※6  防衛省 658人※7

※1 消防庁「平成29年6月30日からの梅雨前線に伴う大雨及び台風第3号の被害状況及び消防機関等の対応状況について」
（平成30年6月1日15:00現在）

※2 各時点の消防庁災害対策本部報のうち、最大であった数値を記載
（①第6報 7/6 4:00現在発令中、②第16報 7/7 18:00現在発令中）

※5 消防庁「平成29年6月30日からの梅雨前線に伴う大雨及び台風第３号の被害状況及び消防機関等の対応状況 等について」（8月2日18:30時点）
※6 国土交通省「6月30日からの梅雨前線に伴う大雨及び平成29年台風第3号による被害状況等について」（8月2日10:00現在）」
※7 内閣府「6月30日からの梅雨前線に伴う大雨及び平成29年台風第3号による被害状況等について」

（平成30年1月17日12:00現在）

〇平成29年7月5日、6日の大雨 「平成29年7月九州北部豪雨」では、朝倉雨量観測所等で
観測史上１位の雨量を記録するなど、記録的な大雨により、出水や山腹崩壊が発生。

〇河川の氾濫、大量の土砂や流木の流出等により、死者40名、家屋の全半壊等約1,513棟、
家屋浸水約1,806戸の甚大な被害が発生。

土砂・流木の流出（赤谷川）
あかたにがわ砂防堰堤による流木の捕捉状況（妙見川）

みょうけんがわ

山腹崩壊（北川）
きたがわ
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平成29年7月九州北部豪雨（赤谷川等）



○梅雨前線等の影響によって、西日本を中心に全国的に広い範囲で記録的な大雨となり、７月の平
年の月降水量の４倍となる大雨を記録したところがあった。

○特に長時間の降水量について多くの観測地点で観測史上１位を更新し、24時間降水量は76地点、
48時間降水量は124地点、72時間降雨量は122地点で観測史上1位を更新した。

48時間降水量の期間最大値（期間2018年6月28日～7月8日）実況天気図（2018年7月7日6時00分時点）

※全国の気象観測所は約1,300箇所

※気象庁HPを基に作成

■観測史上
1位を更新した
観測地点数

梅雨前線が停滞、台風から湿った空気が供給 広い範囲で記録的な大雨

平成３０年７月豪雨による降雨（概要）
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○ 平成３０年７月豪雨は、ここ5年間の水害・土砂災害のなかで死者数・行方不明者数が１番多い。

主な水害・土砂災害（死者及び行方不明者数）

枕崎台風(S20)：3,756人

伊勢湾台風(S34)：5,098人

カスリーン台風(S22)：1,930人

洞爺丸台風(S29)：1,761人

狩野川台風(S33)：1,269人

諫早台風(S32)：722人

※気象庁：災害をもたらした気象事例から、死者及び行方不明者数が10人以下のもの及び雪によるものを除いて作成

（昭和20年） （昭和25年） （昭和30年） （昭和35年） （昭和40年） （昭和45年） （昭和50年） （昭和55年） （昭和60年） （平成2年） （平成7年） （平成12年） （平成17年） （平成22年） （平成27年）

昭和47年7月豪雨(S47)
447人

昭和57年7月豪雨と台風10号（S57）
439人

平成30年
7月豪雨
（H30）
232人

死者及び
行方不明者数

前線、台風17、18、19号(H3)
86人 台風23号、前線(H16)

98人

台風15号(H23)：20人

台風12号(H23)：98人

平成24年7月九州北部豪雨(H24)
33人

平成26年8月豪雨(H26)
91人

平成27年9月関東・
東北豪雨(H27)

14人

平成29年7月
九州北部豪雨（H29）

43人

台風第7号、第11号、
第9号、第10号及び

前線による大雨・暴
雨（H28）

29人

昭和58年7月豪雨(S57)
117人

台風26号(H25)：43人

台風7、11号(H5)
93人

令和元年10月
台風19号（R1）

85人

洪水による社会経済等への影響 死者・行方不明者数
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約２週間におよぶ断水 岡山県

広島県

愛媛県

岡山県、広島県、愛

媛県以外

○電気、水道ともに、西日本を中心に広範囲な地域で被害が発生

○停電や断水による被害は、特に広島県、愛媛県、岡山県等で多く、復旧に時間を要した

河川の氾濫により水
没した沼田西変電所
（広島県三原市）

※平成30年7月豪雨による被害状況等について（内閣府） 平成30年8月7日資料より作成

土石流により被災した南
予水道企業団吉田浄水場

（愛媛県宇和島市）

電力被害 水道被害

（写真提供：中国電力） ※南予水道企業団ウェブサイトより

平成３０年７月豪雨による社会経済等への影響 ライフライン被害
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○高速道路は、最大で63路線77区間で通行止めが発生し、各種復旧や物流への波及被害が発生

○鉄道は、土砂流入や線路冠水、橋梁流出等により、最大で32事業者、115路線で運転休止

高知自動車道 大豊IC～新宮IC（上り） （高知県大豊町）
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高速道路の通行止め区間数

雨量規制等による通行止め

被災による通行止め

※出典：平成30年7月豪雨による被害状況等について（内閣府） 平成30年8月7日

芸備線白木山駅～狩留家駅（広島県広島市）
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※出典：平成30年7月豪雨による被害状況等について（内閣府） 平成30年8月7日

三篠川

※被災等により通行止めとなった区間を全て記載

高速道路の被災等による通行止め区間

11月9日時点で
4路線が運休

9月27日で全区間解
消

鉄道で特に大きな被害が生じた箇所

鉄道（貨物含む）の運休路線

高速道路の通行止め区間

約３ヶ月におよぶ通行止め

約４ヶ月以上運休 （継続中）

平成３０年７月豪雨による社会経済等への影響 交通途絶（道路・鉄道）
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○直接被害を受けた工場のほか、部品工場の被災や主要道路の通行止によりサプライチェーンが寸
断され、多くの工場で操業停止が発生

○浸水被害等により各地で大量の災害廃棄物が発生

※岡山・広島・愛媛の３県での発生量は約290トンと推計

業種等 被害状況

マツダ

操業再開（一時本社工場など２工場で操業停止）
復旧・復興を優先するため交通網等への負荷に配慮し減産体制
とした結果、営業利益で約280億円の損失見通し（9月21日発
表）

ダイハツ工業
操業の可否は日毎に判断
（一時京都工場や滋賀工場などで操業停止）

スーパーマーケット 大手２店舗で営業停止中

コンビニエンスストア 大手５社の６店舗で営業停止中

コカ・コーラボトラーズ
ジャパン

広島県三原市の工場で浸水被害により操業停止中

キューピー（株）
缶製造の委託先が浸水被害を受け操業停止中のため、
一部製品の製造・販売を休止中

ヤマト運輸 ４県の一部で荷受け停止（一時最大14府県で荷受け停止）

出所：平成30年7月豪雨による被害状況等について（内閣府 平成30年8月7日14:00時点）
（一部報道情報等含む）

発災から約１ヶ月後の主な操業停止等の状況

【岡山県 倉敷市】 国道486号線付近

７月１６日時点

【愛媛県宇和島市】 吉田公園自由広場

7月15日時点

※環境省ウェブサイトより＜災害廃棄物の発生状況＞

平成３０年７月豪雨による社会経済等への影響 企業活動/災害廃棄物
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※全国の気象観測地点は約1,300地点

※気象庁ウェブサイトより作成（特定期間の気象データ；2019年10月10日～2019年10月13日（令和元年台風第19号による大雨と暴風） ）
※数値は速報値であり、今後変更となる場合がある。
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1時間降水量

観測史上1位の更新地点数
（時間降水量別）

○ 10 月6 日に南鳥島近海で発生した台風第19 号は、12 日 19 時前に大型で強い勢力で伊豆半島に上陸した。その
後、関東地方を通過し、13 日12 時に日本の東で温帯低気圧に変わった。

○ 台風第19 号の接近・通過に伴い、広い範囲で大雨、暴風、高波、高潮となった。
○ 雨については、10 日から13 日までの総降水量が、神奈川県箱根で1000 ミリに達 し、東日本を中心に17 地点で500 ミ

リを超えた。特に静岡県や新潟県、関東甲信地方、東北地方の多くの地点で3、6、12、24時間降水量の観測史上1 位
の値を更新するなど記録的な大雨となった。

○ 降水量について、6時間降水量は89地点、12時間降水量は120地点、24時間降水量は103地点、48時間降水量は72地
点で観測史上1位を更新した。

令和元年台風19号による降雨（概要）
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利根川本川流域（5ダム）

烏・神流川流域

八ッ場ダム貯留状況写真

10月11日 状況写真

ダムの効果（八斗島地点） 利根川上流ダム群※により約１ｍ水位を低下

● 利根川の治水基準点である群馬県伊勢崎市の八斗島地点の上流においては、
利根川上流ダム群※において、約１億４，５００万ｍ３の洪水を貯留しました。

● これらのダムの貯留により、八斗島地点では、約１ｍ（速報値）水位が低下したものと推定されます。
※利根川上流ダム群：矢木沢ダム、奈良俣ダム、藤原ダム、相俣ダム、薗原ダム、下久保ダム、試験湛水中の八ッ場ダム

10月15日 17:00 状況写真

約7,500万m3貯留

吾妻川流域

ダム貯留量

利根川本川流域
（５ダム）

約3,900万m3

吾妻川流域
（試験湛水中の八ッ場ダム）

約7,500万m3

烏・神流川流域
（下久保ダム）

約3,100万m3

利根川上流ダム群
（７ダム）

約14,500万m3

11

令和元年台風第１９号における利根川上流ダム群の治水効果



令和２年７月豪雨による降雨（概要）
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令和２年７月豪雨による降雨（概要）
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令和２年７月豪雨の被害状況（人吉市街部）

14

山田川

人吉出張所

○

球磨川

○
６０ｋ

○

○ ６１ｋ

繊月大橋

人吉大橋

人吉橋

胸川
水の手橋

○約５１８ｈａ、４，６８１戸にも及ぶ浸水及び氾濫流により、未曾有の被害が発生した人吉市街部。

○

4
3

凡例

浸水範囲

別頁写真番号No.

熊本県調査により確認された浸水範囲を概略で図示。 ※浸水範囲は今後の調査で変わる可能性がある。

写真③

洪水痕跡

洪水痕跡

写真④

水の手橋

洪水痕跡

高さ３ｍ付近に洪水痕跡を確認
（国道４４５号通り）

堤防を２m程度上回る高さに洪水痕跡を確認
（水の手橋下流右岸）

14



将来の降雨はさらに激化

前提となる気候シナリオ 降雨量変化倍率
（全国一級水系の平均値）

洪水発生確率の変化倍率
（全国一級水系の平均値）

RCP8.5（4℃上昇に相当） 約１．３倍 約４倍

RCP2.6（2℃上昇に相当） 約１．１倍 約２倍

○気候変動により、河川整備の目標としている降雨量が約１．１倍～１．３倍に増加し、洪水の発生確率が
約２倍～４倍に増加することが予測される。

＜気候変動による将来の降雨量、洪水発生確率の変化倍率＞

※気候変動シナリオは、IPCC（気候変動に関する政府間パネル）第５次評価報告書に用いられているRCPシナリオ。
※降雨量変化倍率は、20世紀末（1951年-2011年）と比較した21世紀末（2090年）時点における一級水系の治水計画の

目標とする規模の降雨量変化倍率の平均値
※洪水発生確率の変化倍率は、一級水系の現在の計画規模の洪水の、現在と将来の発生確率の変化倍率の平均値
※降雨量変化倍率は国土技術政策総合研究所による試算値。洪水発生確率の変化倍率は、各地方整備局による試算値。

※降雨量変化倍率のＲＣＰ8.5シナリオ（4℃上昇に相当）は、産業革命以前に比べて全球平均温度が4℃上昇した世界を
シミュレーションしたｄ4ＰＤＦデータを活用して試算
※降雨量変化倍率のＲＣＰ2.6シナリオ（2℃上昇に相当）は、表中のＲＣＰ8.5シナリオ（4℃上昇に相当）の結果を、

日本国内における気候変動予測の不確実性を考慮した結果について（お知らせ）「環境省、気象庁」から得られるRCP8.5、RCP2.6の関係性より換
算

＜引用＞
第２回 気候変動を踏まえた
治水計画に係る技術検討会

治水安全度

時間軸

1/200

現在

1/30

（現行計画の目標）

1/100

①河川の改修

河川改修完了
（現行）

②安全度
の低下

（現況）

（気候変動後） ③追加の改修

河川改修完了
（気候変動後）

整備完了までの

期間・費用が増加

現在 気候
変動後

＜治水施設の整備への影響（イメージ）＞

異常豪雨の頻発化に備えたダムの洪水調節機能に関する検討会資料をもとに作成 15
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「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」

■期 間

○ 令和３年度～令和７年度の５年間

■事業規模の目途

○ 概ね１５兆円程度 （５年間）

■対策メニュー

○ 流域治水（河川・貯留施設等の整備） 等

○ 道路ネットワークの機能強化（ミッシングリンクの解消

やダブルネットワークなど）対策 等

○ 港湾における高潮・高波対策 等

○ 予防保全型インフラメンテナンスへの転換に向けた

老朽化対策 等

○ 施策を効率的に進めるためのインフラＤＸの推進 等

■期 間

○ 平成３０年度～令和２年度の３年間

■事業規模の目途

○ 概ね７兆円程度 （３年間）

■対策メニュー

○ 河道掘削・樹木伐採や堤防強化対策 等

○ 道路の法面・盛土対策 等

○ 主要な外貿コンテナターミナルの耐震対策 等

防災・減災、国土強靱化のための
３か年緊急対策

防災・減災、国土強靱化のための
５か年加速化対策

令和２年12月11日 閣議決定

※年あたりでは２．３兆円／年→３兆円／年となり１．３倍

長期

拡大

拡充
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「防災・減災、国土強靭化のための５か年加速化対策」概要

建設業者
（ゼネコン）

○本対策は、気候変動に伴い激甚化・頻発化する気象災害や切迫する大規模地震、また、メンテナンスに係るトータルコ

ストの増大のみならず、社会経済システムを機能不全に陥らせるおそれのあるインフラの老朽化から、国民の生命・財

産を守り、社会の重要な機能を維持することができるよう、防災・減災、国土強靱化の取組の加速化・深化を図るため、

• 激甚化する風水害や切迫する大規模地震等への対策
• 予防保全型インフラメンテナンスへの転換に向けた老朽化対策
• 国土強靱化に関する施策を効率的に進めるためのデジタル化等の推進
を柱として、令和３～７年度（５か年）に追加的に必要となる事業規模等を定め、重点的・集中的に対策を講ずる。

１．基本的な考え方

２．重点的に取り組む対策（例）

流域治水 インフラの老朽化対策

気候変動に伴い激甚化・
頻発化する自然災害に対
応するため、事前防災対
策を推進

緊急または早期に措置すべき
社会資本に対する集中的な修
繕等の対策を推進 国土強靱化事業を円滑化

するＩＣＴの活用を推進

国土強靭化に関する
施策のデジタル化

事業規模の目途（５年間）
政府全体 概ね １５ 兆円程度（123対策）
うち国交省 概ね ９．４兆円程度（ 53対策）

道路のミッシングリンク解消

ミッシングリンクが解消されること
で、津波浸水想定区域を回避す
る緊急輸送道路を確保

（令和２年１２月１１日閣議決定）



「流域治水」の施策のイメージ

集水域

河川区域

氾濫域

○ 気候変動の影響や社会状況の変化などを踏まえ、河川の流域のあらゆる関係者が協働して流域全体で行う治水対策、「流域
治水」へ転換

○ 治水計画を「気候変動による降雨量の増加などを考慮したもの」に見直し、集水域と河川区域のみならず、氾濫域も含めて一
つの流域として捉え、地域の特性に応じ、①氾濫をできるだけ防ぐ、減らす対策、②被害対象を減少させるための対策、③被害
の軽減、早期復旧・復興のための対策をハード・ソフト一体で多層的に進める

集水域

流水の貯留
[国・県・市・利水者]

治水ダムの建設・再生、
利水ダム等において貯留水を
事前に放流し洪水調節に活用

[国・県・市]
土地利用と一体となった遊水

機能の向上

持続可能な河道の流下能力の
維持・向上
[国・県・市]

河床掘削、引堤、砂防堰堤、

雨水排水施設等の整備

氾濫水を減らす
[国・県]

「粘り強い堤防」を目指した
堤防強化等

雨水貯留機能の拡大
[県・市、企業、住民]

雨水貯留浸透施設の整備、
ため池等の治水利用

浸水範囲を減らす
[国・県・市]

二線堤の整備、
自然堤防の保全

リスクの低いエリアへ誘導／
住まい方の工夫

[県・市、企業、住民]
土地利用規制、誘導、移転促進、
不動産取引時の水害リスク情報提供、
金融による誘導の検討

河川区域

県 ：都道府県
市 ：市町村
[ ]：想定される対策実施主体

氾濫域 氾濫域土地のリスク情報の充実
[国・県]

水害リスク情報の空白地帯解消、
多段型水害リスク情報を発信

避難体制を強化する
[国・県・市]

長期予測の技術開発、
リアルタイム浸水・決壊把握

経済被害の最小化
[企業、住民]

工場や建築物の浸水対策、
BCPの策定

住まい方の工夫
[企業、住民]

不動産取引時の水害リスク情報
提供、金融商品を通じた浸水対
策の促進

被災自治体の支援体制充実
[国・企業]

官民連携によるTEC-FORCEの
体制強化

氾濫水を早く排除する
[国・県・市等]

排水門等の整備、排水強化

②被害対象を減少させるための対策①氾濫をできるだけ防ぐ
・減らすための対策

③被害の軽減、早期復旧・復
興のための対策

18
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利水ダム等を活用する事前放流の推進
（ダムの使い方を見直し、洪水を貯める機能を強化する方法）

洪水調節容量

非常用洪水吐ゲート

常用洪水吐

利水ダムにおける事前放流多目的ダムにおける事前放流

平常時最高貯水位

利水容量

利水容量

洪水吐ゲー
ト

発電
所 堆砂容量堆砂容量

事前放流により水位を低下させて
さらに大きく空き容量を確保

降雨による増水を貯留

事前放流により水位を低下
させて空き容量を確保

降雨による増水を貯留

事前放流による
水位低下

事前放流による水位低下

○ わが国には、治水を目的に含む国交省所管の５７０の多目的ダム、水力発電や農業用水、水道など専ら利水を目的と
する経産省や農水省、厚労省が所管する９００の利水ダム、計1470ダムがあり、その容量を最大限活用できるよう関係
省庁で連携し、洪水調節機能の強化に取り組んできたところ。

○既存ダムの洪水調節機能の強化のためには、水力発電、農業用水、水道等のために確保されている容量には、通常、
水が貯められていることから、台風の接近などにより大雨となることが見込まれる場合に、大雨の時により多くの水をダ
ムに貯められるよう、河川の水量が増える前にダムから放流して、一時的にダムの貯水位を下げておく 「事前放流」が
有効。

○治水協定の締結により、１級水系全体として、全てのダムの有効貯水容量のうち、水害対策に使える容量が約３割［46
億m3］から約６割［+45億m3］へと倍増。拡大できた容量は、八ッ場ダム約51個分に相当。令和２年6月より、ダムの新た
な運用（治水協定に基づく事前放流）を開始。

○令和３年４月末までに、ダムのある２級水系のうち、海に近いダムのように事前放流の効果が見込めないダムしかない
水系を除いた水系（321水系）において治水協定を締結。



令和4年8月3日からの大雨等による被害の概況

20

※令和４年台風第 8 号やその後の大雨による被害状況等も含む

主な地点の総降水量（令和4年8月1日から8月14日まで）【出典：気象庁】

○ 前線の停滞や台風第８号の影響により、北海道、東北、北陸、近畿地方の日本海側を中心とし、多数の地点で、猛烈な雨を観測。

○ この記録的な大雨の影響で、一級水系の中・上流部や道・県管理区間の支川及び二級水系を中心に51水系156河川（内水氾濫のみによる被害河川

数（32）を含む。）※1,※2で堤防決壊や越水・溢水による氾濫及び内水等による甚大な浸水被害が発生。また、新潟県村上市をはじめ、各地で184件※2の

土砂災害が発生。

今回の大雨
（令和4年8月）

平成30年７月
西日本豪雨

令和元年
東日本台風

全国の
アメダス

総降水量

期間
（日数）

8/1～8/14
（14日間）

6/28～7/8
（11日間）

10/10～10/13
（4日間）

総和
全国 約11.3万mm 約24.6万mm 約10.2万mm

72時間降水量 37地点 123地点 53地点

24時間降水量 31地点 77地点 103地点

12時間降水量 35地点 49地点 120地点

3時間降水量 30地点 16地点 40地点

1時間降水量 36地点 14地点 9地点

中村川水系中村川周辺の溢水によ

る氾濫状況（青森県 鰺ヶ沢町）

三種川

馬場目川水系三種川の溢水によ

る氾濫状況（秋田県 五城目町）

九頭竜川水系鹿蒜川の堤防決壊に

よる氾濫状況（福井県 南越前町）

土石流等（新潟県 村上市）

道・県管理河川における被害状況

48水系120河川※1で氾濫発生
（うち、5水系6河川で堤防が決壊）

国道101号

内水による被害状況

184件の土砂災害が発生

土砂災害による浸水被害状況

13水系43河川流域で内水氾濫発生

近年発生水害と今回の大雨における降水量の観測史上1位の値を
更新した観測点数の比較（令和4年8月14日時点）

※ 1 内水による浸水被害河川数を含む。各管理区間等の氾濫等河川数の総和は全国の氾濫等河川数（156河川）と一致しない。
※ 2 氾濫等河川数及び土砂災害発生件数は、国交省8月23日7時00分時点とりまとめ

山形県

西置賜郡小国町

小国 423.5mm

秋田県 大館市

陣場 550.5mm

石川県 白山市

白山河内 427.5mm

福井県

南条郡南越前町

今庄 483.0mm

北海道

松前郡福島町

千軒 395.0mm

短時間降水量（1時間、3時間）の観測史上1位の
値を更新した観測点数は、平成30年7月西日本豪
雨に比べ多い。

なかむらがわ なかむらがわ

あじがさわまち

ばばめがわ みたねがわ

ごじょうめまち

くずりゅうがわ かびるがわ

荒川水系烏川付近の内水氾濫等による浸水状況

（新潟県 村上市坂町）
むらかみしさかまち むらかみし

みなみえちぜんちょう

えっすい

青森県 西津軽郡深浦町

深浦 642.0mm

いっすい ないすい

あらかわ からすがわ

烏川

国道7号

JR坂町駅

村上市立
保内小学校

坂町病院

にしつがるぐんふかうらまち

ふかうら まつまえぐんふくしまちょう

せんげん

おおだてし

じんば

にしおきたまぐん おぐにまち

おぐにまち

はくさんし

はくさんかわち

いまじょう

なんじょうぐんみなみえちぜんちょう

※河川沿いの内水などの被害が把
握できている水系数・河川数を計上

けっかい

最
上
川

最上川水系最上川の溢水による

氾濫状況（山形県 大江町）

国管理河川における被害状況

もがみがわ もがみがわ

おおえまち

4水系4河川※1で氾濫発生

梯川水系鍋谷川の堤防決壊に

よる氾濫状況（石川県 小松市）
こまつし

かけはしがわ なべたにがわ

新潟県 岩船郡関川村

下関 644.5mm

いわふねぐんせきかわむら

しもせき

静岡県 伊豆市

天城山 491.5mm
あまぎさん

いずし

※総降水量は、全国1,032地点のアメダスで集計

※ 内水氾濫のみならず外水が発生している河川数（１１）を含む。 20



ダムの洪水調節や河川改修による治水効果（岩木川水系岩木川）
いわきがわ

旧大蜂川

河道掘削

河道掘削河道掘削

◆河道掘削・堤防整備が実施されず、津軽ダム･浅瀬石川ダム
の洪水調節が行われなかった場合に氾濫が想定されるエリア：

※今回の出水において、河川整備が実施されず、洪水調節が行われなかった場合に
想定される浸水状況をシミュレーションにより求めたもの

平川板柳町

鶴田町

弘前市

岩木川

三世寺地先

凡例
■0.5m未満
■0.5m以上

4,821

00

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

R4.8洪水でダム等の

整備がなかった場合

R4.8出水(速報値)

浸
水

面
積

(h
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約5,800戸の
被害を軽減

約4,830haの
被害を軽減

水位低下1.77m

河道掘削等の実施前・ダムがなかった場合の水位20.25m

実績水位18.48m計画高水位18.48ｍ

H25.9洪水後に堤防を整備

✕ ✕

河道掘削やダムの洪水調節により
水位を約１．8ｍ低減させ、氾濫による浸水被害を防止

弘前市三世寺地先
水位低減効果

河道掘削・堤防整備が実施されず、洪水調節が行われなかった場合に想定された被害

岩木川
いわきがわ

馬淵川

高瀬川
まべちがわ

たかせがわ

浅瀬石川ダム
あせいしがわ津軽ダム

つがる

【位置図】

青森県

さん ぜ じ

最大で毎秒
1,174m3の洪水を
貯留し、下流河川
の水位を低減

流入量：毎秒1,209m3

放流量：毎秒35m3

津軽ダム

最大で毎秒
260m3の洪水を
貯留し、下流河
川の水位を低減

ダムの放流量を通
常の洪水調節計画
よりも少なくし、下流
河川の水位を低減

流入量：毎秒450m3

放流量：毎秒190m3

浅瀬石川ダム

：流入量
：放流量

○今回の出水と同等規模であるH25.9出水においては、無堤部であった「三世寺地区」等において、床上・床下浸水等の
被害が発生。

○その後、国土強靱化予算による河道掘削や、浅瀬石川ダムと津軽ダム（平成28年度完成）の洪水調節により河川水位
を低減させるとともに、三世寺地区等の堤防整備（平成26年度から平成28年度）、水防活動により、外水氾濫を回避。

○仮に、河川整備が実施されず、ダムによる洪水調節が行われなければ、鶴田町、板柳町、弘前市市街地への氾濫によ
り、約5,800戸（浸水面積4,830ha）の浸水被害が発生していたと推定。 ※数値等は速報値ですので、今後の精査により変更となる場合があります。

あせ いし がわ

さん ぜ じ

つがる

つるた まち いたやなぎまち ひろさき し

河川整備が実施されず、
洪水調節も行われなか

った場合

河道掘削・堤防整備が実施されず、洪水調節が行われなかった場合の水位 20.25m

河川整備が実施されず、
洪水調節も行われなか

った場合

鶴田町野木地先（岩木川左岸35.6k付近）にお
いて、水防活動により、越水を防いだ。

つるたまち のぎ

堤防

積み土のう

岩木川

H=30cm

堤防天端から
１５cm超過

水防活動の効果

野木地先

津軽ダム・浅瀬石川ダムによる洪水調節
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令和4年台風第14号による被害の概況

平成30年７月西日本豪雨 令和4年台風第14号

○ 令和4年台風第14号は、記録的な勢力を保ったまま九州に上陸して日本列島を縦断したものの、平成30年7月西日本豪雨や、令和元年東日本台風と比較する

と、総降水量は少なく、観測史上1位を更新した観測点数も少なかった。

○ また、台風接近に伴う降雨予測に基づき、過去最多(129ダム)の事前放流を行うことができた。

○ さらに、防災・減災、国土強靭化のための3か年緊急対策や、5か年加速化対策等によって、河道掘削(九州地方では、約1,090万m3(ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ約220万台分))や

堤防整備等の事前防災対策を実施していた。

○ この結果、甚大な被害が発生した最近の水害と比べ、氾濫等発生河川数や土砂災害発生件数等は少なかったものの、総降水量や短時間降水量が多ければ、

大規模な浸水被害が発生していた可能性。

※10tダンプトラックを想定し、１台あたりの積載量は5m3として換算

3か年緊急対策、5か年加速化対策等による河道掘削

太田川水系太田川の溢水状況
（広島県広島市）

九州地方 （参考）全国

約1,090万m3の河道掘削を実施
（ダンプトラック約220万台） 約7,840万m3

事前放流実施ダム数

多目的ダム（直轄、水機構） 10 ダム

多目的ダム（道府県） 42 ダム

利水ダム 77 ダム

合 計 129 ダム

一ツ瀬川 三財川
太田川

一ツ瀬川水系一ツ瀬川、三財川の内水氾濫に
よる浸水状況（宮崎県西都市・新富町）

※九州南部の8月の
降水量は平年の52％

※氾濫や河川沿いの内水などの被害が確認された河川数。
※数値は令和4年9月22日時点

【出典：気象庁】

【河道掘削量（H30～R3）】

平成30年７月
西日本豪雨

令和元年10月
東日本台風

令和4年8月3日
からの大雨

令和4年9月
台風第14号

氾濫等発生河川数※ 315河川 330河川 156河川 25河川

土砂災害発生件数 2,581件 952件 203件 33件

道路の被災通行止め
区間数

高速道路 34区間 40区間 20区間 5区間
直轄国道 81区間 63区間 16区間 7区間

鉄道施設被害路線数 18事業者54路線 14事業者33路線 5事業者11路線 2事業者7路線

【近年発生水害と今回の大雨における降水量の観測史上1位の値を更新した観測点数の比較】
平成30年７月
西日本豪雨

令和元年
東日本台風

令和4年8月3日
からの大雨

令和4年9月
台風第14号

全国の
アメダス

総降水量

期間
（日数）

6/28～7/8
（11日間）

10/10～10/13
（4日間）

8/1～8/14
（14日間）

9/15～9/19
（5日間）

総和
全国 約24.6万mm 約10.2万mm 約11.3万mm 約7.7万mm

72時間降水量 123地点 53地点 37地点 3地点
24時間降水量 77地点 103地点 31地点 13地点
12時間降水量 49地点 120地点 35地点 14地点
1時間降水量 14地点 9地点 36地点 0地点

※総降水量は、全国1,032地点のアメダスで集計

五ヶ瀬川水系大瀬川の洪水状況
（宮崎県延岡市）

大瀬川

台風第14号の雨の状況

近年発生水害と今回の大雨における被害の比較

ひとつせがわ ひとつせがわ さんざいがわ

さいとし しんとみちょう

おおたがわ おおたがわ

ひろしまし

ごかせがわ おおせがわ

のべおかし

氾濫 氾濫は回避氾濫

河道掘削実施例((大分川水系大分川)大分県大分市)

ダムの洪水調節のための容量確保（事前放流）

おおいたがわ おおいたしおおいたがわ

【近年発生水害と今回の大雨における72時間降水量の比較図】

提供：宮崎県災害対策本部

【参考】2022年8月の降水量平年比

大分川

大分川

※治水協定を締結した事前放流の対象ダムは全国で1,436ダム（令
和4年9月時点）となっており、これらの対象ダムの事前放流により、
最大で八ッ場ダム約58個分の容量が確保可能

※事前放流の実績としては、令和2年台風第10号では76ダム、令和
３年８月大雨では69ダムで事前放流を実施

令和４年９月
台風第14号

事前放流したダム
での確保容量
（国交省所管

ダム＋利水ダム）

約4.2億m3〔129ダム〕
（八ッ場ダム約5個分）

（国交省管理ダム（鹿児島県）川内川水系川内川）

鶴田ダム事前放流状況
せんだいがわ せんだいがわ

つるだ

河道掘削実施前（R元.6）

河道掘削実施後（R3.4）

上記に加え、既に確保していた事前放流の容量約2.7億m3

〔94ダム〕（八ッ場ダム約３個分）
(％)

１ ２

３

４

１
２
3

４
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五ヵ瀬川流域における治水対策の効果
ごかせがわ

速報値

令和４年9月 令和４年9月

○ 令和4年9月の台風第14号による豪雨により、五ヶ瀬川流域では崖崩れや道路の被災など多くの被害が発生。

○ 今回の豪雨は、計画高水位を超過するなど、観測史上最高の雨量、水位を記録した平成17年台風第14号と同規模。

○ 平成17年以降、国土強靱化予算等により、河道掘削、堤防整備等を進めてきたことに加え、ダムの事前放流により貯留量を

確保したことにより、五ヶ瀬川、大瀬川の氾濫をギリギリ回避し、延岡市の中心市街地を含む地域の浸水を防止。
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延岡市古川町地先 (五ヶ瀬川 5.0k)
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H17.9 R4.9

(戸)

※国管理区間沿川の浸水戸数を
積み上げ （R4.9.21速報値）

浸水戸数事業効果

HWL T.P. 6.98m

最大約3.0m掘削

築堤
H17.9水位 ▼T.P.7.8m今回水位 ▼T.P.7.2ｍ大瀬川

堤防天端まで約50cmの水位を記録

約50cm

河道掘削
約１７７万m3 （ダンプ35万4千台相

当）

堤防整備 １，９００ｍ
※令和3年度末までの対策内容

宮崎県高千穂町（がけ崩れ） 日之影雨量観測所における
12時間雨量

橋桁まで約50cmの水位を記録

大瀬川

掘削や堤防整備により
氾濫をギリギリ回避し

浸水被害を防止

のべおか

延岡市

たかちほちょう

（今回出水）

（今回出水）

宮崎県高千穂町（道路の被災）

延岡市三須町地先 延岡市柳沢町地先

平成17年以降の主な治水対策
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計画高水位 5.53m

9月17日 9月18日

水
位
（
ｍ

）

9月19日

これまでの観測史上最高水位（Ｈ１７．９月 6.37m）

今回出水の最高水位 6.17m

三ツ瀬水位観測所における水位変化

凡 例

：H17浸水範囲
：R4  浸水範囲（内水）

：河道掘削
：堤防整備

【事業内容】

【浸水範囲】

6.37m 6.17m

4

5

6

7

H17.9 R4.9

(m)

三ツ瀬水位観測所における
最高水位

（今回出水）
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たかちほちょう

事前放流により、３ダムで約１６９万m3確保

五ヶ瀬川流域

しもあかぎゃくちょうせいち

ひのかげ

くわのうち

ほしやま

ひのかげ

みつせ

みつせ

みすまち やなざわまち
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○現状の対症療法的な対応（被害が発生してからの事後的な復旧）は、被災による被害が大きくなるため、復旧費用を含めた
トータルでみると、結果的に社会的な負担・損失が大きい。

○「事前防災」へシフトすることによって、被害を大きく抑えることが可能となり、その結果、「災害復旧」や「再度災害防止」にか
かる費用も減少し、トータルの社会的負担を抑制。

今後は「事前防災」の強化が必要

災害復旧

事前防災

維持管理

再度災害防
止

現状

イメージ

将来
（「事前防災」へシフトした場合）

災害復旧

事前防災

再度災害防
止

維持管理

「事前防災」へシフト

将来的に被害を抑制
復旧等の費用も減少
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今後も「さらなる河川整備」、「継続的な維持管理」、「日常の備え」が必要

25

治水安全度

さらなる河川整備が必要

リスクの増大
リスク大 リスク小

計画規模の
洪水

時間軸

＝

1時間降水量100mm以上の年間発生件数
（アメダス1,300地点あたり）

継続的な維持管理が必要

日常の備えが必要

・淀川大堰 主ローラ腐食

・統一河川情報システム

H25台風18号（由良川）

阪神なんば線架替 足羽川ダム

過去の洪水
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河川管理者の役割

河川管理者

【インフラの
整備・管理】

【目標とする水準】



河川管理者

【インフラの
整備・管理】

27

インフラ整備における課題

インフラ整備における課題
○激甚化・頻発化する自然災害
○進行する老朽化
○人口減少・高齢化

【目標とする水準】
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地域による河川管理者への支援

地域の取組
河川管理者を支援

【目標とする水準】

河川管理者

【インフラの
整備・管理】
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地域と河川管理者の関係

地域の取組
【魅力創造】

【目標とする水準】

河川管理者

【インフラの
整備・管理】

地域の取組
河川管理者を支援
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地域と河川管理者の関係

河川管理者
地域の取組
【魅力創造】 ○助成

○表彰
○ネットワーク

地域を支援

【目標とする水準】

河川管理者

【インフラの
整備・管理】

地域の取組
河川管理者を支援



自主自立の取組（水源地域ビジョン）～ダム水源地域の自立、持続的な活性化を目指して～

31

○水源地域や流域の自治体、住民及び関係行政機関が広く連携し、適切なダム管理及びダムを活かした水源地域の自立
的、持続的な活性化を図ることを目的に「ダム水源地域ビジョン（水源地域活性化のための行動計画）」を平成１３年度か
ら各ダムで策定を開始。

②ダム湖の利活用促進

⑥ダム管理者と自治体の連携によ
る親水空間の整備

④体験学習（児童による環境調査等）

①水源地域と下流域の上下流交流

⑤ダム操作室見学

水源地域・流域の
自治体・住民

ダム管理者

利水者
関係行政機関 等

治
水
・利
水

地
域
活
性
化
の
核

参加

連携

水源地域ビジョン策定状況

治 水

利 水

③利水者等との交流による水源
林の整備

水源地域ビジョンにおける主な取り組み水源地域ビジョン策定従来のダム
これからの
ダム

策定対象ダム
直轄ダム
水資源機構ダム
合計：１２８ダム

Ｒ３年３月末
策定済み：１２３ダム
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水源地域の自治体の繋がりを強化する取組（地域に開かれたダム）

○自然環境、レクリエーション等に対する国民のニーズが高まる中、ダム湖の利活用をさらに推進し、地域の活性化を図
るため地域の創意工夫を生かすとともに、ダムを地域に一層開放することを目的として、「地域に開かれたダム」事業を
実施。

○平成4年に制度を創設し、これまでに46ダムが「地域に開かれたダム」に指定され、整備が実施されている。

貯砂ダムの整備

湯田ダム

貯砂ダム内通路

ダム周辺の公園整備

日吉ダム

土師ダム

日吉ダム堤体内の展示スペース

ダム堤体内の一般開放

ダム近傍商業施設の整備

小里川ダムと道の駅

展望施設の整備

展望施設から見た弥栄ダム

◆「地域に開かれたダム」指定ダムの整備事例



かわまちづくり支援制度

33

〇河口から水源地まで様々な姿を見せる河川とそれに繋がるまちを活性化するため、地域の景観、歴史、文化、
観光基盤などの「資源」や地域の創意に富んだ「知恵」を活かし、市町村、民間事業者及び地元住民と河川管理
者の連携の下、河川空間とまち空間が融合した良好な空間形成を目指す。（令和４年８月時点：２５２地区）

・都市・地域再生等利用区域の指定等によるオープンカフェなど河川空間の
多様な利活用の促進

・優良事例に関する情報提供や必要な調査等により、計画の実現を支援

・治水上及び河川利用上の安全・安心に係る河川管理用通路や親水護岸
等の施設整備を通じ、まちづくりと一体となった水辺整備を支援。
（市町村、民間事業者が河川空間の利用施設を整備）

都市・地域再生等利用区域の指定の適用事例

先進的な取組の情報提供

親水護岸の利用
（新町川／徳島市）

ダム管理用通路等の利用【イメージ】
（早明浦ダム／土佐町）

ソフト施策による支援 ハード施策による支援

河岸緑地へのオープンカフェの設置
（京橋川／広島市）

水面上遊歩道のイベントや舟運等での活用
（道頓堀川／大阪市）

民間事業者のエリアマネジメントによる
管理・運営（信濃川／新潟市）

河川敷広場への新たな賑わい拠点の整備
（木曽川／美濃加茂市）

かわまちづくりホームページ：https://www.mlit.go.jp/river/kankyo/main/kankyou/machizukuri/index.html

ダムと連携したかわまちづくりの事例（事業中）

湖岸施設（管理道・階段）の整備

さめうらカヌーテラス
【スポーツ観光拠点施設】 さめうら荘

森林公園の再整備

河川と連携したかわまちづくりの事例

親水湖岸等の利用【イメージ】
（二風谷ダム／平取町）

湖岸施設（緩傾斜堤・管理道）の整備

植樹・案内板・視点場の整備

河川管理用通路の利用
（最上川／長井市）



ダムを活用して水源地域の交流人口を増やす取組や事例（ダムツーリズム）
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○国土交通省では、民間ツアー会社と連携してダムツアーを実施。
○ダムツーリズムの取り組みの一環として、四季折々のツアーやダムの見所を紹介するパンフレットを作

成している。

※国交省ダムツーリズムHP：http://www.mlit.go.jp/river/dam/dam_tourism.html
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ダムを活用して水源地域の交流人口を増やす取組や事例（ダムカード・ダムコレクション）

【ダムカード】
ダムカードは、ダムの形式や貯水池の容量など基本的な情報から、ダムのこだわり技術など各ダムの情報が
凝縮されたカードで、ダムを訪問した方のみに配布している。

【ダムコレクション】
ダムの役割や効果等について、正確な理解を深めていただき、近年頻発する災害に対し防災意識を高めて
いただくとともに、水源地域の活性化等を目的に「ダムコレクション」を開設。

◆ダムコレクション

※国土交通省ダムコレクションHP：http://www.mlit.go.jp/river/damc

◆ダムカード
表面

裏面

ダムカード数の推移（R4.7.1時点）

基本的な諸元、
エピソード等
ダムの情報を凝縮
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ダムを活用して水源地域の交流人口を増やす取組や事例（森と湖に親しむ旬間）

○森林やダム等の重要性に対する国民の関心を高め、理解を深めることを目的として、昭和６２年より林野庁
とともに毎年7月21日から31日までを「森と湖に親しむ旬間」と位置づけ、全国各地のダムや森林においてイ
ベントを中心とした様々な取組みを実施。 国土交通省HP： http://www.mlit.go.jp/river/kankyo/campaign/shunnkan/index.html

◆令和4年度の主な取組内容

ダム堤体登山（ロックフィルダムの特性を活かしたイベント）
御所ダム：岩手県盛岡市

観光放流によるしぶき体験（ドローンによる記念撮影）
長島ダム：静岡県川根本町

バーチャルダム見学（Youtubeを活用）
大門ダム・塩川ダム：山梨県

ダム下流の子供達を対象とした体験イベント（上下流の交流）
長島ダム：静岡県川根本町
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ダムカードに新たなマーク追加による水上利用促進（東北地方整備局）

〇ダムに関する広報ツールである「ダムカード」に、「新たなマーク」を追加することにより、ダム湖及び周辺地域を
活発に利用しているダムの更なる利用を図り、水源地活性化の一助とすることを目的に実施。

〇今回は、水上スポーツで本格的に利用しているダムの「ダムカード」に「通称Sマーク」を追加。

新たなマーク
（※通称Sマーク）

令和4年7月21日より東北管内の５ダム（津軽ダム･御所ダム･田瀬ダム･胆沢ダム･寒河江ダム）にて配布開始

〇NHK杯カヌースラローム競技大会·兼
2020カヌージャパンカップ（胆沢ダム下流）

〇2019カヌージャパンカップ
（津軽ダム下流）エス

カヌー競技

ボート競技

〇東京2020オリンピック代表事前合宿
（寒河江ダム湖面）

凡例
：Ｓマーク

使用カード
配布ダム



選奨土木遺産認定記念ダムカード配付（東北地方整備局）

〇北上川ダム統合管理事務所が管理する５つのダムが「北上川上流総合開発ダム群」として、選奨土木遺産認
定を記念したダムカードを作成。コンプリートした方へ記念カードホルダー進呈。

記念ダムカード表面は
傾けると、今と昔の写真が
入れ替わる仕様

記念ダムカード裏面へひと工夫。
・各ダムの技術的特徴を記載。
・当事務所HPへ新たに作成した
特設コンテンツへのリンク（ＱＲ）

５ダムコンプリート
した方へ記念カード
ホルダー進呈 38
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北上川五大ダムぐるっとマップ（東北地方整備局）

(表面） 北上川五大ダムぐるっとマップ （裏面） 記念ダムカード配付ルール

〇北上川ダム統合管理事務所が管理する５つのダムを、岩手県内の主要都市から周遊した場合の概ねの時間を
図示したマップを作成。（選奨土木遺産認定の記念ダムカード配付と合わせて情報発信。）



水源地域活性化のための上下流ダムの広報連携（東北地方整備局）
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〇令和４年６月に「玉川ダム・鎧畑ダムの連携協定」の締結１周年を記念し、湖面巡視体験ツアーを開催。
〇玉川ダムの堤体見学と、水没林が有名な鎧畑ダム貯水池の湖面巡視体験をセットにしたツアーで、参加者には

玉川ダムと鎧畑ダムのダムカードを提供。

◆玉川ダム・鎧畑ダムの連携協定◆
玉川ダム（国）と鎧畑ダム（県）は雄物川水系玉川に近接して設置されているダムで、鎧畑ダムが融雪により水位が高くなる５～６月頃には、その水

が玉川ダム直下まで達するほどです。

こういった位置関係から、これまでも洪水調節や利水補給では連携した操作を行っておりましたが、令和３年６月８日に更なる連携強化のため「玉川
ダム・鎧畑ダムの連携協定」が締結されています。 ※管理者の異なるダムの連携として全国初の取り組み

玉川ダム見学

鎧畑ダム湖巡視体験
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ダムを活用して水源地域の交流人口を増やす取組や事例（ダムカレー）

◆アーチ式ダムカレー ◆ロックフィルダムカレー

〇全国各地でダムカレーが急増（2021年8月現在190以上）、ダム周辺地域の活性化策として注目を集めている。
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湯切り＝放流？ 「どこでもダム化計画」

〇日清食品（株）が、「どこでもダム化計画」と題して、人気商品であるカップ焼きそばU.F.O.の「湯切りプレート」を
商品化。

〇平成30年1月（第１弾）・平成30年6月（第2弾）・令和4年7月（第3段）に発売し、毎回、熱心なダム愛好家の注目
を浴びてすぐに完売。

WEBサイトには、
協力者の宮島氏の姿も。

小渋ダム

月山ダム

苫田ダム
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ダムに関する出版物

◆ダムカード大全集
スモール出版

◆ダム大百科
実業之日本社

◆ダムかるた
スモール出版

◆ダムの歩き方
ダイヤモンド社


